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冷 害 年 産 種 籾 の 実 用 性
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On the Pr8cticality of Using Rice
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l  は  し 力i き

昭和55年の青森県の稲作は作況指数47,県平均収量 265

り/108で ,次年度の種子確保が困難な地域もあり深刻な

冷害に見舞われた。冷害年産の種籾に関する研究は柿崎ら2)

や田村5)によってそれぞれ昭和16年産 29年産の種級価値

について報告されている。また近藤ら3)は
幼穂発育期に低

温を受けた種桝の発芽特性が劣ることを報告し,福井
1)は

主稗出葉期の遅れを指摘している。本試験は昭和55年産種

靭について発芽特性及び苗の生育に及ぼす影響について調

査し,冷害年産種籾価値について検討を加えたのでその結

果を報告する。

2試 験 方 法

(1)供試材料及び供試品種

青森県農業試験場産 (黒石市 )ム ッホナミ

県内各現地産 ムッホナミ,ア キヒカリ計 18点

(2}株別不稔歩合  1株全穂をこみにして不稔歩合を調

査し,20%毎に分級し発芽 ‐育苗試験に供試

(3)穂別不稔歩合  各穂毎に不稔歩合を調査し,10%毎

に分級し発芽試験に供試

(4)発芽試験  供試温度20℃ で行い,置床翌日より4日

目を発芽勢締切日, 7日 目を発芽率締切日とし,平

均発芽日数は毎日の発芽粒数と全発芽粒数から算出

した。

{5)育苗試験

1)場内産種子の育苗試験

3)播種月日 4月 16日  b)播種量 乾物 90計/窯
c)施肥量

d)出芽率調査  4月 24日 (播種後 8日 目 )

e)生育調査 5月 15日 (播種後30日 目 )

F)そ の他の管理は当場の慣行に従った。

2)県内各現地産種釈の育苗試験

3)播種月日 6月 4日

b)播種様式 直径約 9mの ビニールポットに 100粒

播種,施肥量は前記と同様の床上を使用

Seed Subjected t0 0001 Weather

Kaithi S`ABU and Taisci NIIK4MI

Experiment Station)

d)調査月日 7月 2日

3 試験結果及び考察

(1)株別不稔歩合の違いと比重別重量割合及び籾―粒重

不稔歩合が高いもの程比重の重い種桝の割合が低下し,

115%/赫 以上の低下が著しい。桝 1粒重は同一比重籾で

あっても不稔歩合の高いもの程軽く,充実の劣る傾向がみ

られる(表 1)。

(2)株別不稔歩合及び籾比重の違いと発芽性

不稔歩合が発芽率に及ぼす影響は小さいが,籾比重が発

芽率に及ぼす影響は大きかった。また発芽勢は不稔歩合に

よる差が大きく,不稔歩合の高いもの程発芽勢が劣り,か

つ籾比重が高くなるに従い不稔歩合の多少の影響が大きく

なる傾向がみられる。特に比重 l13～ 115の種籾と比重

115以上のそれと比較すると,発芽勢の差が大きく冷害年

差の種靭はより厳しい選別が望ましいことを示唆している。

平均発芽日数も同様の傾向を示している(表 2)。

表 1 株別不稔歩合の違いと比重別重量歩合 編 粒重

(3)靱―粒重別発芽

上記の発芽勢及び平均発芽日数の差がどのような要因に

よるものかを調査する為,籾一粒重別に分級 し発芽調査を

行った。同一不稔歩合であっても籾重が重いもの程発芽勢

及び平均発芽日数は勝る傾向にある。同一籾では不稔歩合

の低い程発芽勢及び平均発芽日数が勝る傾向がみられる(表

3)。

表2 株別不稔歩合及び靭比重の違いと発芽
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c)区制

低温区 播種後 10日 間17℃ ,その後硝子室で養成
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このことは不稔によってひき起こされた桝一粒重の低下

が発芽に影響を及ばしている反面,こ れ以外の別な要因も

発芽の遅速に関係していることを示 している。

(4)株別不稔歩合の違いと苗生育

播種後 8日 目の出芽率は不稔歩合の違いによる差は見 ら

れず,出芽長は不稔歩合が高いもの程短い傾向にあるがそ

の差は小さかった。苗長は不稔歩合の違いによる差はない

が,第 1, 2鞘 高長,第 2葉身長は不稔歩合が高くなる程

長く,葉令は劣る傾向がみられるが有意な差は認められな

かった (表 4)。 しか t/冷害年産種靭を使用する際には,

育苗管理に充分な配慮が必要であることを示 している。

(5)穂 別不稔歩合と発芽

発芽勢及び平均発芽日数は不稔歩合が低いもの程勝 り,

前試験と同様の結果を示 した (表 5)。 また不稔歩合と発

芽勢の間には有意な負の相関が認められた (図 1)。 吸水

率を調査したが不稔歩合の違|ヽこよる差はなかった。高響 )

は発芽遅速の品種間差異は吸水力より酸素吸収量との関係

が深いと報告しているが,不稔歩合の違いによる発芽遅速

は前記の籾重別発芽の結果と考え合わせれば,胚または胚

乳の質的な要因によると考えられる。

(6)県内各地で採種した種籾の発芽

品種別ではアキヒカリがムッホナミより発芽が早い傾向

がみられ,地域別では深浦産・平賀 (石郷 )産 で早 く田舎

舘産 五所ナ|1原産で遅く,地域による発芽の遅速がみられ

た (表 6)。 登熟気温の高い地域差の種靭は発芽が早い傾

向にあるが,田舎舘産のように登熟気温の高い地域であっ

ても,発芽の遅れる例もみられ,不稔発生が発芽の遅速に

及ぼす影響を示唆している。

(7)県 内各地で採種した種籾の苗生育

高温区は育苗期間中高温であったため,出芽の遅速及び

苗生育の差は判然としなかった。低温区は播種後 10日 目に

硝子室内に移した為,その後急激に鞘高及び葉身が伸長し

表3 靭重別発芽

図 : 種別不稔歩合 と発芽勢

表 6 県内各地で採種した種糎の諸特性

注 ①ムッホナミ,② アキヒカリ,育苗試験はムッホナミ

高温区に比較し葉令は劣ったが,地域間の差は判然としな

かった(表 6)。

冷害年産種糎の発芽性が劣ることが確認され,その原因

は不稔障害の多発による桝―粒重の減少の他に,種籾とし

ての質的な充実不良によるものと推察された。このような

種籾の使用は避けた方が望ましいが,種籾確保の面からや

むを得ず使用する際は,比重選の徹底と育苗管理に充分な

注意が必要である。
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表 4 株別不稔歩合の違しと苗の生育

献文用

地tSミバξ
不稔歩合 平均発芽日獅 高 温 区 低 温 区

①

(%)

②

(%)

①

(日 )

②

(日 )

苗
長
の

葉

令
苗
長

昴

葉

令

深  浦
1次

2次

177

10 4

113

67
3 79

421

348

400

22 3

222

39
38

215

235

32
32

柏
1次

2次

23
254

３‐

“

９‐

”

37
37

230

233

32
32

五所り11原
1次

2次

354

32 1

515

35 1

509

511

4 61

47,

223

23,

38
39

33
32

田 舎 舘
1次

2次

375

356

309

203

5 24

537

4 86

522

214

234

35
37

251

231

32
30

靭比重 115

目

必
来 仝  r呟 l

出芽時 十日
　
　
長
（
　
印

鞘高長 葉身長
葉

　

令

良
苗
率
的

出
芽
長

勒

出
芽
率
⑪

第
１

錫

第
２

錫

第
１

の

第
２
　
”

20 - 40
411 - 60
Kn  _ on

203
198
191
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